地域座談会（北条地区）　意見交換記録
と　き　　平成２２年５月１４日（金曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時３０分から午後９時３０分

ところ　　中央保育所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　　８人

	番号
	項　目
	町民等からの意見等要旨
	町からの発言要旨

	１
	防災無線放送について
	●防災無線の放送が、小中学校の修学旅行関係の放送であっても「こちらは防災北栄町です。臨時放送です。」で始まり、ドキッとすることがある。
	●「防災北栄町」のコールサインを告げることが義務付けられていますが、試行的にこれを省略してみることを検討したい。

	２
	納税組合補助金の廃止について
	●納税組合補助金が廃止となったが、納税率が下がってしまうのではないか。

個人情報は、組合員がその取り扱いを理解してやってきた経過がある。行政と町とのつながりや協力が大切ではなかったのか。
	●組合加入率58％、口座振替の増加、プライバシー保護への配慮などを踏まえ、補助金の廃止に至った。コンビニ納税を開始し、サービス低下を防止したい。

	３
	幼保一元化について
	●幼保一元化のメリット、デメリットが分かりにくい。中央保育所では送迎は祖父母が多い。交通の面は大丈夫か。
	●メリットは、混合保育がなくなる、正規職員の配置が可能、老朽施設が減ることで修繕費が抑制できるなど。　

デメリットと解決策については、施設が遠くなるが、開園時間を長くしたい。国の所管が厚労省と文科省とに分かれるが、町が責任を持って対応したい。

	
	
	●中央保育所はどうなるのか。
	●未定。良い意見があれば教えてほしい。

	
	
	●職員配置は少なくなってしまうのか。
	●基準に従って配置する。また、専門職員の配置も予定しています。

	４
	役場職員の人数について
	●役場の臨時職員の数が年々増えている。安い賃金の職員が増やして業務は大丈夫か。また、今後も増やしていく考えなのか。
	●増やしていきたいという考えはない。緊急雇用対策事業の関係で増えている。財政的に厳しい面もあり正規職員の採用は難しい状況にある。

	５
	町道の安全について
	●村中の町道が通学になっている。道が狭いがスピードを出す車もあり危険。
	●橋の幅５ｍについても設計後だったため変更ができなかったが、両端にグリーンベルトを設けることとした。また水路には床版を設置する予定もあります。

	
	
	●弓原、下神、駅前だけの話でなく、松神や田井までが関係がある。
	●年次的に検討する予定です。

	６
	地域座談会について
	●地域座談会が昨年から開催されているが、参加者が少ない。昨年からの反省や検討はあったか。
	●開催日を昨年より２回増やしたところ。きめ細かに対応したい。今後は、分散方式や集落単位（２～３集落）での開催も検討したい。

	
	
	●会の目的は、意見を求めたいのか、それとも町の施策を理解してほしいのか。それが分かりにくく、開催する目的を明確にすべき。
	住民のみなさんと膝を交えて意見交換をする会と考えています。

	
	
	●開催案内を各種団体へも送ることや、自治会役員へ幅広く呼びかけしてはどうか。
	

	７
	抵抗性松について
	●抵抗性松の苗木が昨年は2,000本配布されたが、その配布先を教えてほしい。
	●妻波から下神にかけての保安林などに植栽された。

	
	
	●松神にも荒れた山林があるので、そのような場所に事業として植えることができないか検討してほしい。
	

	８
	まちづくりビジョンについて
	●まちづくりビジョンが内容的に肉付けが少なく、物足りなさを感じる。
	●現在、策定途中である。意見があれば届けてほしい。求められれば集落へも出向き説明をするので申し出られたい。

	９
	集落内の水路について
	●農業用の排水路で排水使用料を支払っていたが、水田の大区画化によって水路の利用価値がなくなり、管理が大変になってきた。農業者自身が管理しなくなった。

水路も深く、危険なこともあり蓋をしたいが、一軒あたりの蓋ができる長さも決まっている。
町からは、水路は「防災上」必要であると以前説明を聞いたがどう考えるか。
	●土地改良区へ相談してみてください。
また、該当の水路が防災用水路となっているかは確認が必要ですが、あまり小さな水路はその対象になりません。
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